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入力作業の簡略化と
データ管理で生産効率を向上

「大陽工業所」は、国内家電大手のタイガー魔法瓶
（株）の炊飯ジャーやカセットコンロなどの組立
製造を手がける協力工場。昭和４７年の創業で、
魔法瓶の真空めっき加工から始まり、昭和６０年
から炊飯ジャーの生産を開始している。国内向け
の炊飯ジャーからアジア、米国、欧州向けの輸出
モデルまでの幅広い機種の組立を担っている。

また、人材育成にも注力しており、自社の工場で
育成したスタッフの外部への派遣サービスを第二の
事業軸として展開。大阪府門真市や同守口市などの
製造業を中心に、即戦力の人材を送り込んでいる。
また、外国人技能実習生の受け入れにも積極的で、
セミナーハウスを開設して育成するなど、周辺地域の
ものづくり産業に優秀な人材を提供することで貢献
している。大田隆弘代表取締役社長は「新しいシス
テムの導入には若い人の力やアイデアが欠かせない。
会社の成長のためにも次の世代への投資を重視して
いる」とし、若い従業員の積極的な登用を進めている。

自社工場の
製造ラインで人材育成

事業
内容

炊飯ジャーの組立工程では、ヒーターやセン
サー、断熱材の取り付け、出荷検査など作業は多岐
にわたる。品番ごとにチェックする項目も異なるため、
品質管理には多大な労力を割いていた。大田社長に
よると「１品番に数百のチェック項目がある」という。
業務の効率化に向けた方法を模索し、品質管理
システムのＩＴ化を決定。タブレット端末を用いた
システム「チェックシートシステム」を導入し、業務
の効率化につなげた。

従来では紙にチェック項目を手作業で記入していた
が、タブレット端末に直接入力するスタイルを採用。
入力したデータをサーバー上で管理し、社内のコン
ピューターやタブレット端末で情報を共有し管理で
きる。工程チェック表や出荷検査記録、部材の管理
や生産した日付のロット印など、一貫した作業工程を
正確に管理できるようになった。幅広い年齢層の
従業員に抵抗なく使ってもらえるように入力項目を
シンプルに設定し、製造現場で大きく役立っている。

タブレット端末利用で
チェック項目をデータ入力

補助
事業

品質管理システムをＩＴ化したことで、組立から
出荷までのリードタイムを短縮。ペーパーレス化も
実現した。記録作業に割いていた人件費や紙代な
どの経費を、年間で４００万円程度削減できている
という。入力した品質データは顧客であるタイガー
魔法瓶（株）とも共有でき、必要に応じて記録情報を
迅速に提示できる。大田社長は「記録作業をデータ
化し管理することで、予想以上に多くのメリットが
あった」と笑顔を見せる。記録にかかる時間とミス
の削減や、書類の保存場所の省スペース化はもち
ろん、企業イメージの向上にもつながったという。

大田社長は「システムを導入したことで信頼度が
増した」と成果を実感している。「チェックシートシス
テム」は自前でアレンジしたシステムで、３クリック
以内のシンプルな操作性にすることで従業員にも
抵抗なく受け入れられた。大田社長は自社での
導入実績をもとに、「チェックシートシステムを同業
他社にも提案していきたい」と、外販も進めていく
方針だ。

書類保管スペースや
固定費を大幅に削減

具体的
成果

「工作が好き」と語る大田社長。製造現場にあれば
便利だなと思うものがあれば、とりあえず形にして
みる。日々のちょっとした業務の困りごとを解決
するためのアイデアを常に頭の中で巡らせている。
チェックシートシステムに関して大田社長は「将来
的には完全なペーパーレス化を目指したい」とシス
テムの精度向上にも意欲的だ。ＩＴ分野に関しては
得意ではないと言うが、若手従業員の知恵や意見
を取り入れながら、協力して導入するまでに至った
という。

アイデアマンの大田社長は次の構想を温めて
おり、製造ラインの抱える課題を解決するために、
新たなシステムの導入に向けた準備を進めている。
炊飯ジャーの保温機能や絶縁性などの品質検査に
必要なラインを刷新し、年内にも導入する予定だ。
炊飯ジャーの検査工程は時間もかかり、それに伴って
設備も大型になる。省スペース化と手間の簡略化を
目指し業務効率の改善につなげたい考えだ。大田
社長は「未来に打って出るための投資を惜しまない」
とし、アイデアの具現化や次世代を担う若手の育成
に尽力していく。

製造現場の
課題解決に向けて積極投資

今後の
戦略

炊飯ジャーの製造ライン新たに導入した品質管理システム

大陽工業所の本社工場

働きやすい環境にするためにはどうすれば良いか。大田社長は従業員の目
線に立ち、課題の解決に向けて行動を起こす。「新しいシステムや機械の導
入には、私なんかよりも若い人の発想の方が十分力になる」と、若手従業員
の意見を柔軟に取り入れる姿勢が会社の成長と業務効率改善につながってい
る。人材育成にも力を入れ、門真・守口地域の産業に広く貢献してほしい。

独自のアイデアで
お困りごとを解決
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タイガー魔法瓶（株）の協力工場と
して炊飯ジャーを製造しています。
製造現場で、手作業で行っていた品質
管理のための記録作業工程をＩＴ化
し、生産効率の向上と競争力強化に
努めています。

品質管理システムのＩＴ化で
競争力と生産効率を向上
代表取締役社長  大田 隆弘
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